
 

 

 

企画展「昆虫 しらべてまもる多様性」を開催します！ 
 

相模原市立博物館で、７月１１日（土）から企画展「昆虫 しらべてまもる多様性」を開催します。昆虫は地球

で最も種数が多い生きものである一方、近年では絶滅が心配される昆虫も増えています。この企画展では、

たくさんの実物標本から昆虫の多様性に迫るとともに、昆虫をしらべてまもる取り組みの最前線をご紹介し

ます。 

 

展 示 名：「昆虫 しらべてまもる多様性」 

会 期：令和 8 年 7 月 11 日（土）～8 月 30 日（日） 

 休 館 日 毎週月曜日（祝日（7/20）は開館）、 

7 月 21 日（火）、8 月 12 日（水） 

開館時間：午前９時３０分〜午後５時 

会 場：市立博物館 １階 特別展示室   観覧無料 

（相模原市中央区高根３－１－１５） 

 

展示構成: （１）昆虫の多様性 

（２）昆虫をしらべる 

（３）昆虫をまもる 

※ 関連事業等の詳細はチラシをご覧ください。 

 

 

【参考】 展示の見どころ 

・ 県天然記念物・絶滅危惧種のギフチョウ（画像１）の市内における保全活動を、展示と講演会（関連事業）で紹介 

・ 巨大なトリバネアゲハのなかまを一挙に展示 （画像 2） 

・ オサムシ類の研究者、水沢清行氏収集の貴重なコレクション（東京農業大学所蔵）の一部を公開 （画像 3） 

・ 市内で絶滅してしまった昆虫を標本とともに紹介 ※展示標本入替あり （画像 4） 
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画像１（メインビジュアル） 

市内で絶滅が危惧されるギフチョウ 

画像 2 

ゴライアストリバネアゲハ 

画像 3 

水沢清行氏オサムシコレクション 

画像 4 

市内で絶滅したゲンゴロウ 






